


図 3施 工順序

③ 泥水モルタル注入…孔壁と薄巻鋼管の間に、トレミー管により泥水モルタルを注入する。これにより泥水により保

護されていた削孔面が薄巻鋼管によつて保護されることになる。

④ 水替:補強材撤去・底盤清掃・底盤成形・固定金具設置…水中ポンプにより薄巻鋼管内の水を抜き取る。薄巻鋼

管内部は底盤コンクリートと薄巻鋼管によつて止水が確保されているため、地下水位に関わらずドライな状態とす

る事ができる。その後、構内に作業員が入り、薄巻鋼管形状保持めための補強材の撤去、底盤の清掃`成形を

行う。その後、測量を行い、鋼管柱固定金具を取り付ける。  ‐

⑤ 鋼管柱建込み…薄巻鋼管と同様に現場溶接を行いながら建て込みを行う。

⑥ l次コンクリート打設…下部の場所打ち杭と鋼管柱を一体化させるため、鋼管柱底部より2mに わたリコンクリ!ト

を打設する。

④ 2次ヨンクリ■卜打設…鋼管柱内部に中埋めコンクリートを打設する。薄巻鋼管と鋼管柱の間は、地下駅掘肖Jの

際すぐに取り除けるよう秒で埋めておく。

③ 地下駅掘削・薄巻鋼管撤去…上部高架橋の受替終了後、地下駅掘肖じを行う。薄巻鋼管は溶断し、鋼管柱周囲
の砂を除去する。

3本 工法の特徴

従来、ドライな状態で鋼管柱を施工する場合の工法としては深礎工法が一

般的であった。そこで、深礎工法と比較して有利な点を述べる。
・機械化掘削であるため施=速 度が速い…表1は本施工法による掘削から補

強材撤去までの施工時間を表したものである。一方、深礎工法による掘削時

間を推定すると656時間(施工速度を0.5m/8hとして推定)となり施工速度は

大幅に向上しているといえる。
・事前の止水対策工が不要である…図1の地質柱状図を見ると地下水位は

GL-4m付 近となっている。そのため、深礎工法で掘削する場合には事前の

止水対策正が必要となる。本工法の場合、事前の止水対策工を行うことなくド

ライな立坑を構築することが可能であるため、大幅な工期短縮となる。

4.まとめ

ケーシングパイプ建込み。掘部  5
機械類移動          5
リバース掘削         275
機械類移動          4
薄巻鋼管建込み       25
機械類移動          3
トレミー管建込み        2
スライム処理           1.5
底盤コンクリート打設      1
トレミー管建込み       1.5
富配合モルタル打設      1
泥水モルタル打設       2
機械移動          2.5
水替            4
機械セット          1

本工法を採用した通し鋼管柱の施工は予定していた 4本 全てが完了し、増腎揮率埜壁室一一―一一
五存号

二定の成果を得る事ができた。本工法はリバースエ法による掘削が可能な 備 考:掘肖J長41m

施工空間を持ち、一定以上の掘削長をもつ場合に深礎工法の代替として適用可能である。特に地下水位の高い箇

所においては工期短縮の面で有利となる工法である。
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